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　原油価格にグローバル物流、住まいから遠い話をし

ているように思われるかも知れないが、そうではな

い。住宅のエネルギーの消費拡大も含め、すべて、人

間の心理、行動によって成されていることである。結

果、地球温暖化。ノーベル賞を受賞した行動経済学の

示す通り、人の心理が大きな経済までも左右している

のである。

　住宅を主とした建築の省エネ化を進めるにあたって

は、この辺の現実を直視して政策を進めていかないと

なかなか上手くいかないのではないかと懸念する。

　人の心理を「金」で促すのに、補助金も減税もできる

ならやれば良い。一部の人はそれがインセンティブと

なるかも知れない。しかし、多くの人間を動かすには

それでは足りないような気がしてならない。

　ある大学の研究で、車の排ガスのクリーン税制の政

策効果の調査を行ったところ、消費者の買い替えのイ

ンセンティブになったのは、税制優遇ではなく、排ガ

ス規制の達成率を示す三つ星マークの方が遥かに効果

があったことがわかったという。家族や自らの健康の

ために、排ガスのクリーンな車にしたというのが、買

い替え心理として多かった。税制優遇に関しては、税

制優遇を知って買い替えたのではなく、買い替えした

ら税制優遇が付いてたので、結果としてそれも良かっ

たという感じである。

　大方の人は、自分における今日的問題に関して反応

する。経費削減が課題の人にとっては、税制優遇は魅

力のある話であろう。しかし、それも最終的にいずれ

を選択するかの際になって影響するもので、イニシャ

ルコストがかかり過ぎれば、金勘定が第一の人にとっ

ては、税制優遇とて大した魅力にはならない。新車を

買える裕福な人達にとって、お金を得ることより、金

では買えない家族の健康をイメージする三つ星マーク

の方が、魅力的だったのであろう。

　ただ、この調査における買い替えインセンティブの

断トツの１位は、「燃費」を押さえ、気に入った「デザイ

ン」だった結果をみると、一筋縄ではどうにもならない

消費者の心理が伺えるのである。

　人は必ずしも経済的な得を優先して反応することは

ない。むしろ、自分の欲求を満たす充足度の大きさ

と、価格との価値バランスによって払う額を高いか安

いか判断している。そういう点では、まず先に欲求を

促す情報を与えなければならない。それは、地球のた

めの情報ではなく、自分のための情報であろう。トッ

プランナーの省エネルギー冷蔵庫より、若干省エネル

ギー能力は劣るが、味の保存能力はトップランナーの

冷蔵庫の方がニーズは高いであろう。何はともあれデ

ザインの良い方が売れるのだから、地球温暖化対策は

日本人の得意とするところの付加価値勝負が決め手と

いえるかも知れない。

　そういう点では、エコハウスは充分付加価値の高い

住宅と考えられる。私個人としてはエコハウスを日本

の住宅の進化と捉えて取組みだした経緯から、前面に

地球温暖化対策の住宅といわれると、実は何ともいい

難い抵抗を感じるのである。

　建築家として住まいの「質・クオリティ」を提供する

という目的を達成するために環境を「活用」する。が、

考えの基本であり、重要順に上位に並べるなら、

「生活の維持（健康、経済性）」

　　　　↓

「生活の質（安心安全、快適）」

それを実現するために、持続可能で低コストのエネ

ルギー（それが、環境）を活用

　　　　↓

「環境を保全し使い続ける」

（結果、温暖化防止）

　　　　↓

　　　元に戻る

と、考えており、結果として環境保全と生活の維持は

切り離せない関係にはあるのだけれど、最初の一歩の

考え方によって根本的な概念が違うと思っている。

ややもすると、

「環境を保全する（温暖化防止）」

　　　　↓

我慢して省エネルギーする。または、自家製新エネ

ルギーでCO2 発生を削減する。

　　　　↓

「生活の質は変わらない（不快）」

　　　　↓

　　　続かない（続けたくない気分）

　このフローは、皮肉にも貧しい家庭は止むなく実行

している。経済が好転すれば、我慢をやめて、消費は

上がる。環境への意識を持っている人なら、志で続け

ることもあるだろうが、志が伝承されないと世代交代

を機に維持が放棄される。

　長期的に省エネを維持していくには、やはり“最低

限”の「高い質」を提供して、誰にでも共通する住まいの

充足感を与える必要があると思う。そのためには、そ

の「高い質」を欲求してもらわないとならない。

　質を求める意識づけの方が、我慢しましょうキャン

ペーンよりエコハウスの普及促進の近道のように私は

感じている。
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　では、「高い質」って何でしょう？

　人間にとっての快適って何だろう？と問うた結果

が、私の「高い質」の設計理念になっている。温々で

ボーっとするような環境ではない。基本的には、真夏

と真冬のピークカットを行うだけ。一般的に想像する

「快適」とは少し感覚が違うと思う。夏はちょっと暑い

し、冬はちょっと肌寒い。ピーク時に初夏と晩秋くら

いの感覚でとどめることを目標に計画している。

　快適エコハウスとPRすると、中には「冬でも半袖で

生活したいので、エコハウスにしたい」と問い合わせて

くる人もいて長々と説教してしまったこともあった

が、これは稀な人ではなく、環境問題を騒ぎながら、

一方で近年の日本の快適感覚は危険域に入っていると

思えてならない。

　人間は大変優れた機能を持った体をしている。環境

に対応する脳の機能が優れているため、これほど高度

な進化をして来たのだろうと思われる。しかし、それ

は過去の出来事ではなく、現在も進行して進化を続け

ていることをどれだけの人が意識しているだろうか？

　私は、最近、日本人は「退化進化」をしているのでは

ないかと心配している。

　「退化進化」とは、私の作った造語だが、身体機能が

失われていく進化をイメージしている。例えば、歯の

本数が減っていること。固い食べ物を咀嚼（そしゃく）

する回数が減ったことから、顎が小さくなり永久歯の

数が減っている子どもが増えているという。先日、ベ

テランの靴職人に「若そうに見えるが、この足からする

と40代だね。」と言い当てられた。時代別で、大きく足

の形が違うのだそうだ。時代の社会背景による環境の

違いによって、幼い頃の運動量に差が出ているらし

い。それが、足の基本的なつくりの違いに表れている

という。

　「現在の子供達の体力低下は３歳から」という日本学

術会議のシンポジウムでの、ショッキングな報告を思

い出す。

　要するに、歩かなければ歩くための足の機能は必要

なくなり、歩くための足の形の必要性もなくなってく

る。歯も、筋肉も、然り。人の体は、環境に対応し、

その環境で生きていくためにもっとも適した形体に変

化させ、それが続けば世代に伝承する形として進化と

なって来たのである。

　だから、長年、人工環境の中で過ごせば、それに最

適な身体に変化していくのは当然のことであろう。

　武蔵工大の宿谷教授の研究で、温熱環境による人間

の代謝と快適感覚を調査した。人がとても快適と感じ

る温熱環境の時、代謝が最も低い状態にあることがわ

かったという。

　人が野生動物であった時代からすれば、安定して食

物にありつけない。とすると、得たエネルギーをでき

るだけ有効に持続して使う必要がある。省エネさせる

ためのセンサーとして「快適感覚」が存在するとすれ

ば、人体の高性能さに感心するばかりなのだが。

ちょっと待て！この飽食時代にそれはどのように働い

てしまうのか？

　人間の体は、食べた物をエネルギーとして、燃焼さ

せて体を機能させている。血液を循環させ代謝を促

し、皮膚の表面から蒸気（汗）を出し、空冷式で体温を

調整している。いわゆる気化熱によって体を冷やし、

代謝によって体を温めているのである。

　人間の温熱感覚が、気温、放射熱、湿度、気流、着

衣量、代謝という６要素が関係して成立しているのも

その人体の機能があるからである。風（気流）が吹け

ば、体から発生した熱を持つ水蒸気が飛ばされ、涼し

さを感じる。着衣量（断熱材）を増せば、体温は外に逃

げにくく衣類の中に留まり温かさを感じるのである。

そうやって「快適」な状況を作れば、代謝は低くなるの

である。

　そのアプローチを気流や着衣量でつくるか、気温で

作るかは人間の機能のどの部分に働きかけるかの違い

であるが、結果の「快適」に対する代謝の有り様は、そ

れによって微妙に違ってくると思われる。

懸念するのはそこだ。

　気流による冷却は、人間の汗腺の機能を活用して涼

しさを感じさせる。一方、冷房は気温そのものを下げ

て、別の季節を人工的につくり出す。季節は夏にも関

わらず、汗腺機能を積極的に使う必要はなくなるので

ある。それが長期化すれば、人体は汗腺機能の重要性

を感じなくなってしまうのではないだろうか？実際、

極端な冷房使用の人達の汗腺機能が低下していると聞

く。朝礼で倒れる子どもに、気温の変化に体温も追随

してしまう変温動物への「退化進化」といいたくなる

ケースもあるそうだ。

　このところの夏の乗り物や駅ビル、ホテル等パブ

リックなところでの異常な冷房には眉をひそめる。

クールビズなどどこ吹く風で、冷房攻撃を受けている

感じだ。防ぎようがない。逃れられない人工環境で、

体に変化がきたされる。

　汗腺機能が低下し、熱を飛ばす能力が損なわれれ

ば、人体はその状況に対応し、生命を維持するために

体を変化させる。脳は、体が上手く放熱できないと悟

れば、発熱を抑える命令を出す。代謝を下げるのだ。

低体温症となるのもそれだ。基礎代謝が下がれば、カ

ロリーの消費は減り、取得したカロリーと相殺できな
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ければ、それは脂肪として蓄積される。メタボリック

症候群である。

　24時間、365日低下した代謝の分を、月に数回のジム

通いで補おうとしても、それはかなり厳しいであろう。

　だから、住まいこそ基礎代謝を下げない環境づくり

が重要だ。

　私が提唱するエコハウスとは、この現実を見据えた

上での「快適」環境づくり。

　高齢社会においては、極端な暑い、寒いはヒート

ショック（極端な温度差による健康被害）事故を招いて

しまう危険がある。であるなら、危険部分のピークを

カットした上で、自分の体の機能を保全し、健康であ

ることを活かして「快適」を感じる環境の住まいがエコ

ハウスとすれば、地球のためだけではない価値観を抱

いたりはしないだろうか？

　実際の例で、竣工２年後の冬、客宅を訪ねると、家

人の服装が竣工時より軽装になっていた。「寒くないで

すか？」と訪ねると、「いいえ、暖かいですよ」という。

　不摂生で過労気味な私には、ちょっと肌寒いと感じ

てしまう温熱環境であった。

　２年暮らしている間に代謝に変化が生じたようであ

る。家の環境で体が変化することを目の当たりにし

た。

　それ以来、私としては、地球温暖化問題もメタボ

リック症候群問題も住宅の対策としては同じ路線上に

あると捉えている。

　「快適」も過ぎたるは及ばざるがごとし。である。人

間の体と心。そんな視点で、リビングのアメニティを

考えてみるのも面白いのではないだろうか。


